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To Our Shareholders株主の皆様へ

　当中間期における半導体業界は、旺盛なメモリー
需要が継続し、自動車向けについても引き続き市場
が拡大した一方で、パソコン向けは低調のまま推移
しました。
　このような環境下にあって、当社グループにお
きましては、ハイエンドスマートフォン向けＩＣ
組立の売上が需要変動の影響等を大きく受けて減
少し、フリップチップタイプパッケージはパソコ
ン市場縮小等により減収となりました。一方、リー
ドフレームは自動車向け等の需要拡大や生産体制
強化などにより増収となりました。また、セラミッ
ク静電チャックは、半導体製造装置市場の旺盛な
市場環境を背景に大幅に受注が増加し、プラスチッ
クＢＧＡ基板はメモリー向けや自動車向けの売上
が大きく拡大しました。これらの結果、当中間期
の連結売上高は705億32百万円（対前年同期比
1.0％増）、経常利益は為替差益の計上などにより
28億5百万円（前年同期は7億15百万円の経常損
失）、親会社株主に帰属する四半期純利益は16億

66百万円（対前年同期比602.0％増）となりました。
　なお、当期の中間配当金につきましては、１株当
たり12円50銭とさせていただきました。
　今後の半導体産業は、自動車向けやIoT関連市場
向けなどにおいて需要増加が見込まれる一方、企業
間競争の一層の激化が見込まれる厳しい事業環境が
続くものと想定されます。
　当社グループは、このような状況に対処するため、
自動車、先端メモリー、半導体製造装置関連をはじ
めとする成長市場向けに引き続き重点的に経営資源
を投下し、市場の成長・拡大を当社の成長に結びつ
けるべく注力するとともに、生産体制の合理化・効
率化をさらに推進することなどにより、企業基盤の
強化に努めてまいる所存であります。
　株主の皆様におかれましては、今後とも一層の
ご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。

平成29年11月

　株主の皆様には、平素よりひとかたならぬご支援を
賜り厚く御礼申しあげます。第83期中間報告書を
お届けするにあたり、一言ご挨拶申しあげます。

代表取締役会長兼社長
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Financial Highlights業績の推移
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〔連結〕
■ 売上高 ■ 経常利益

■ 総資産／純資産■ 親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益
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部門別の状況 Summary of Operations by Product Category
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売上高	172億83百万円
	 （前年同期比 扌 26.9％）

売上高	407億59百万円
	 （前年同期比 ➡ 8.0％）

売上高	120億91百万円
	 （前年同期比 扌 11.4％）

部門別売上高（百万円）

部門別売上高（百万円）

部門別売上高（百万円）

プレスリードフレームは、自動車向け
の需要拡大や生産体制強化などにより
売上が増加し、また、エッチングリー
ドフレームもスマートフォン等向けに
需要が増加したことなどにより、売上
高は前年同期を大きく上回りました。

プラスチックＢＧＡ基板は、メモリー
向けや自動車向けに売上が大きく拡大
した一方で、ハイエンドスマートフォ
ン向けＩＣ組立が減少し、また、フリッ
プチップタイプパッケージの受注が低
調に推移したことなどにより、前年同
期比で減収となりました。

ガラス端子は、光学機器向けの売上が
増加した一方、光通信向けは減少しま
した。また、半導体製造装置向けセラ
ミック静電チャックが、好調な市場環
境を背景に引き続き需要が伸長したこ
となどにより、前年同期比で増収とな
りました。

プレスリードフレーム

プラスチックＢＧＡ基板

セラミック静電チャック

ICリードフレーム部門

ICパッケージ部門

気密部品部門

24.5%

57.8%

17.1%
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決算概要（連結）

（単位：百万円）

■連結貸借対照表

科　目 当中間期
（平成29年9月30日現在）

前期
（平成29年3月31日現在）

資 産 の 部 182,032 180,339

流 動 資 産 102,063 101,273

固 定 資 産 79,969 79,066

有 形 固 定 資 産 73,724 72,633

無 形 固 定 資 産 1,247 1,197

投資その他の資産 4,997 5,235

資産合計 182,032 180,339

（単位：百万円）

科　目 当中間期
（平成29年9月30日現在）

前期
（平成29年3月31日現在）

負 債 の 部 48,088 46,904

流 動 負 債 35,558 34,154

固 定 負 債 12,530 12,749

純 資 産 の 部 133,944 133,435

株 主 資 本 143,801 143,822

資 本 金 24,223 24,223

資 本 剰 余 金 24,129 24,129

利 益 剰 余 金 95,540 95,562

自 己 株 式 △ 92 △ 92

その他の包括利益累計額 △ 9,856 △ 10,387
負債純資産合計 182,032 180,339

（単位：百万円）

■連結損益計算書

科　目
当中間期

平成29年4月 1 日から（平成29年9月30日まで）
前中間期

平成28年4月 1 日から（平成28年9月30日まで）
売 上 高 70,532 69,800
売 上 原 価 62,656 62,462
売 上 総 利 益 7,875 7,338
販売費及び一般管理費 6,155 6,065
営 業 利 益 1,719 1,272
営 業 外 収 益 1,098 327
営 業 外 費 用 12 2,315
経 常 利 益 2,805 △ 715
特 別 損 失 470 202
税金等調整前四半期純利益 2,334 △ 918
法人税、住民税及び事業税 794 196
法 人 税 等 調 整 額 △ 126 △ 1,351
親会社株主に帰属する四半期純利益 1,666 237

（単位：百万円）

■連結キャッシュ・フロー計算書

科　目
当中間期

平成29年4月 1 日から（平成29年9月30日まで）
前中間期

平成28年4月 1 日から（平成28年9月30日まで）
営業活動によるキャッシュ・フロー 10,324 10,096

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 10,158 △ 7,757

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 1,722 △ 1,721

現金及び現金同等物に係る換算差額 82 △ 4,026

現金及び現金同等物の増減額 △ 1,474 △ 3,410

現金及び現金同等物の期首残高 47,248 48,355

現金及び現金同等物の四半期末残高 45,774 44,945

Financial Statements(Consolidated)
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会社の概要 Corporate Data

■商　　　　号
■設立年月日 	昭和21年 9月12日
■本　　　　社	 長野県長野市小島田町80番地
	 電話（026）283-1000〔代表〕
■主な事業内容	 リードフレーム、プラスチック・ラミネート・

パッケージ、ガラス端子などの製造・販売、	
ICアセンブリ

■従 業 員 数 	4,030名（連結4,838名）
■工 場 等	 ‌�更北、若穂、高丘、新井、京ヶ瀬、
	 新光開発センター、栗田総合センター
■営 業 所 等 	‌�東京、大阪、仙台、長野、名古屋、大分、福岡、
	 マニラ
■グローバルネットワーク

（平成29年 9月30日現在） （平成29年 9月30日現在）
取締役

代表取締役会長兼社長 豊　木　則　行
代表取締役 専務執行役員 長谷部　　　浩
取 締 役 専務執行役員 依　田　稔　久
取 締 役 常務執行役員 小　平　正　司
取 締 役 常務執行役員 小　澤　隆　史

取 締 役 常勤監査等委員 小 　川　喜　彦
取 締 役 監査等委員 北　澤　光　二
取 締 役 監査等委員 佐　伯　里　歌

営業拠点

Bangkok

Shanghai
Wuxi
Shenzhen
Chengdu

Suncheon

Taipei
Kaohsiung

ManilaPenang
Kuala Lumpur
Shah Alam
Melaka Singapore

駐在員事務所

China

Korea

U.S.A.
Taiwan

Philippines

Singapore

Malaysia

Thailand

生産拠点

Seoul

Sunnyvale
Phoenix

Burlington
Dallas
Austin
San Diego
Redmond
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株式の状況 Shareholders' Data
（平成29年 9月30日現在）

■発行可能株式総数� 540,000,000株
■発行済株式の総数� 135,171,942株
■大　株　主

■資　本　金� 24,223,020,480円
■株　主　数� 15,938名

株 　 　 主 　 　 名 所有株式数
（千株）

出資比率
（％）

富士通株式会社 67,587 50.00 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 3,228 2.39

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 2,810 2.08

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 2,715 2.01 

DFA INTL SMALL CAP VALUE PORTFOLIO 2,058 1.52

株式会社八十二銀行 1,836 1.36

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口９） 1,824 1.35

JPMC GOLDMAN SACHS TRUST JASDEC LENDING ACCOUNT 1,662 1.23 

CHASE MANHATTAN BANK GTS CLIENTS ACCOUNT ESCROW 1,478 1.09 

GOVERNMENT OF NORWAY 1,472 1.09 

（平成29年 9月30日現在）
所有者別株式分布状況

外国法人等 19.8%

証券会社 2.0% 自己名義株式 0.1%

金融機関 12.8%

国内法人 51.5%

個人・その他 13.8%



■株主名簿管理人および特別口座の口座管理機関
	 	 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
　 （連　絡　先）	 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部
	 	 東京都府中市日鋼町１-１
	 電話  0120-232-711（通話料無料）
　 （郵　送　先）	 〒137-8081　新東京郵便局私書箱第29号
	 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部

■事 業 年 度	  4月 1日から翌年3月31日まで
■基 　 　 準 　 　 日 	 ‌�
　定時株主総会関係 	  3月31日
　配当金受領株主確定日	 ‌� 3月31日および中間配当金の支払いを行う

ときは 9月30日
■公 告 方 法	 電子公告
	 ‌�当社は、公告を下記ウェブサイトに掲載して

おります。
	 http://www.shinko.co.jp/ir/kk/
	 ‌�ただし、事故その他やむを得ない事由によっ

て電子公告による公告をすることができない
場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

（ご注意）
１．‌�株主様の住所変更、配当金の振込みのご指定、買取請求その他の各種

お手続きにつきましては、口座を開設されている口座管理機関（証券
会社等）にお問い合わせください。

２．‌�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、	
三菱ＵＦＪ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記の連
絡先にお問い合わせください。三菱ＵＦＪ信託銀行全国各支店におい
てもお取り次ぎいたします。

３．‌�未受領の配当金につきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行本支店でお支払
いいたします。

〒381-2287 長野県長野市小島田町 80 番地
電話（026）283-1000〔代表〕　FAX（026）284- 8861
http://www.shinko.co.jp

株式事務のご案内

地球環境に配慮した植物油
インキを使用しています。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。


